
宇 都 宮 市 就 学 援 助 事 務 処 理 要 綱  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 宇 都 宮 市 就 学 援 助 費 交 付 規 則 （ 昭 和 ５ ４ 年 教

育 委 員 会 規 則 第 ６ 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。） 第 １ ２ 条 の 規 定 に 基

づ き ，就 学 援 助 の 事 務 処 理 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 

（ 要 保 護 者 の 認 定 ）  

第 ２ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 号 の 要 保 護 者 （ 以 下 「 要 保 護 者 」 と い う 。）

は ， 現 に 生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） 第 １ １ 条 第 １

項 の 扶 助 を 受 け て い る 者 と す る 。  

２  要 保 護 者 の 認 定 に 当 た っ て は ， 資 料 収 集 ， 調 査 等 を 行 う と と も

に ， 必 要 に 応 じ て 関 係 機 関 と 調 整 し ， 事 実 認 定 を 証 す る 資 料 を 併

せ て 添 付 す る も の と す る 。  

（ 準 要 保 護 者 の 認 定 ）  

第 ３ 条  規 則 第 ２ 条 第 ２ 号 の 準 要 保 護 者 （ 以 下 「 準 要 保 護 者 」 と い

う 。）は ，次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し ，教 育 委 員 会 が 援 助 を 必 要

と 認 め る 者 と す る 。  

⑴  当 該 年 度 に お い て ， 次 の ア か ら ケ ま で の い ず れ か の 措 置 を 受

け た 者  

ア  生 活 保 護 法 に 基 づ く 保 護 の 停 止 又 は 廃 止  

イ  地 方 税 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ２ ６ 号 ） 第 ２ ９ ５ 条 第 １ 項

に 基 づ く 市 町 村 民 税 の 非 課 税  

ウ  地 方 税 法 第 ３ ２ ３ 条 に 基 づ く 市 町 村 民 税 の 減 免  

エ  地 方 税 法 第 ７ ２ 条 の ６ ２ に 基 づ く 個 人 の 事 業 税 の 減 免  

オ  地 方 税 法 第 ３ ６ ７ 条 に 基 づ く 固 定 資 産 税 の 減 免  

カ  地 方 税 法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ に 基 づ く 国 民 健 康 保 険 税 の 減 額 又

は 国 民 健 康 保 険 法 （ 昭 和 ３ ３ 年 法 律 第 １ ９ ２ 号 ） 第 ７ ７ 条 に

基 づ く 保 険 料 の 減 免 若 し く は 徴 収 の 猶 予  

キ  国 民 年 金 法 （ 昭 和 ３ ４ 年 法 律 第 １ ４ １ 号 ） 第 ８ ９ 条 及 び 第

９ ０ 条 に 基 づ く 国 民 年 金 保 険 料 の 免 除  

ク  児 童 扶 養 手 当 法 （ 昭 和 ３ ６ 年 法 律 第 ２ ３ ８ 号 ） 第 ４ 条 に 基

づ く 児 童 扶 養 手 当 の 支 給   

ケ  生 活 福 祉 資 金 貸 付 制 度 に よ る 貸 付 け   



⑵  前 号 に 掲 げ る 者 以 外 の 者 で ， 次 の ア か ら カ ま で の い ず れ か に

該 当 す る 者  

ア  公 共 職 業 安 定 所 登 録 日 雇 労 働 者  

イ  職 業 が 不 安 定 で ， 生 活 状 態 が 悪 い と 認 め ら れ る 者   

ウ  災 害 ， 事 故 等 に よ り ， Ｐ Ｔ Ａ 会 費 ， 学 級 費 そ の 他 の 学 校 納

付 金 の 減 免 を 受 け て い る 者  

  エ  学 校 納 付 金 の 納 付 状 態 が 悪 い 者 ， 児 童 若 し く は 生 徒 の 被 服

等 の 状 態 が 悪 い 者 又 は 児 童 若 し く は 生 徒 が 学 用 品 ， 通 学 用 品

等 に 不 自 由 し て い る 者 で ， 生 活 状 態 が 極 め て 悪 い と 認 め ら れ

る 者  

  オ  世 帯 員 の 失 業 ， 失 踪 ， 離 婚 ， 傷 病 若 し く は 死 亡 又 は 災 害 等

に よ り 急 激 に 生 活 状 態 が 悪 化 し た た め ， 学 用 品 費 等 の 負 担 が

困 難 と 認 め ら れ る 者  

  カ  世 帯 全 員 の 前 年 中 の 所 得 が 生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 基 準

（ 昭 和 ３ ８ 年 厚 生 省 告 示 第 １ ５ ８ 号 ） の １ ． ３ 倍 未 満 の 者  

２  準 要 保 護 者 の 認 定 に 当 た っ て は ， 資 料 収 集 ， 調 査 等 を 行 う と と

も に ，必 要 に 応 じ て 関 係 機 関 と 調 整 し ,事 実 認 定 を 証 す る 資 料 を 併

せ て 添 付 す る も の と す る 。  

（ 援 助 費 の 内 容 等 ）  

第 ４ 条  規 則 第 ３ 条 の 就 学 援 助 費 （ 以 下 「 援 助 費 」 と い う 。） の 内 容

は ， 次 の と お り と す る 。  

⑴  学 用 品 費  児 童 又 は 生 徒 の 所 持 に 係 る 物 品 で ， 各 教 科 及 び 特

別 活 動 の 学 習 に 通 常 必 要 と す る 学 用 品（ 実 験 ，実 習 材 料 を 含 む 。）

の 購 入 費  

⑵  通 学 用 品 費  小 学 校 又 は 中 学 校 の 第 ２ 学 年 以 上 の 学 年 に 在 学

す る 児 童 又 は 生 徒 が 通 常 必 要 と す る 通 学 用 品（ 通 学 用 靴 ，雨 靴 ，

雨 が さ ， 帽 子 等 ） の 購 入 費  

⑶  校 外 活 動 費 （ 宿 泊 を 伴 わ な い も の ）  児 童 又 は 生 徒 が 校 外 活

動 （ 学 校 外 に 教 育 の 場 を 求 め て 行 わ れ る 学 校 行 事 と し て の 活 動

（ 修 学 旅 行 を 除 く 。） を い う 。 以 下 同 じ 。） に 参 加 す る た め 直 接

必 要 な 交 通 費 ， 見 学 料 等 。 た だ し ， 学 校 行 事 と し て 行 う 芸 術 鑑

賞 は ， 学 校 内 で 行 わ れ る 場 合 に も 対 象 と す る 。  

⑷  校 外 活 動 費 （ 宿 泊 を 伴 う も の ）  児 童 又 は 生 徒 が 校 外 活 動 に



参 加 す る た め 直 接 必 要 な 交 通 費 ， 宿 泊 費 ， 見 学 料 等  

⑸  体 育 実 技 用 具 費  小 学 校 又 は 中 学 校 の 体 育 （ 保 健 体 育 ） の 授

業 の 実 施 に 必 要 な 体 育 実 技 用 具 （ 柔 道 に あ っ て は 柔 道 着 ， 剣 道

に あ っ て は 防 具 一 式 （ 面 ， 胴 ， 甲 手 ， 垂 れ ）， 剣 道 衣 ， 竹 刀 及 び

防 具 袋 （ 以 下 「 防 具 一 式 等 」 と い う 。）， ス キ ー に あ っ て は ス キ

ー 板 ， ス キ ー 靴 ， ス ト ッ ク 及 び 金 具 （ 以 下 「 ス キ ー 板 等 」 と い

う 。），ス ケ ー ト に あ っ て は ス ケ ー ト 靴 を い う 。）で ，当 該 授 業 を

受 け る 児 童 又 は 生 徒 が 個 々 に 用 意 す る こ と と さ れ て い る も の の

う ち ， 小 学 校 に あ っ て は 第 １ 学 年 か ら 第 ３ 学 年 ま で 及 び 第 ４ 学

年 か ら 第 ６ 学 年 ま で の そ れ ぞ れ の 期 間 ご と に １ つ の ス キ ー 板 等 ，

ス ケ ー ト 靴 の う ち い ず れ か １ つ の 用 具 に つ い て の 購 入 費 ， 中 学

校 に あ っ て は 柔 道 着 ， 防 具 一 式 等 ， ス キ ー 板 等 の う ち い ず れ か

１ つ の 用 具 に つ い て の 購 入 費  

⑹  新 入 学 児 童 生 徒 学 用 品 費 等  小 学 校 又 は 中 学 校 の 新 入 学 児 童

又 は 生 徒 が 通 常 必 要 と す る 学 用 品 及 び 通 学 用 品 （ ラ ン ド セ ル ，

カ バ ン ， 通 学 用 服 ， 通 学 用 靴 ， 雨 靴 ， 雨 が さ ， 帽 子 等 ） の 購 入

費  

⑺  入 学 準 備 金  小 学 校 又 は 中 学 校 の 新 入 学 児 童 又 は 生 徒 が 通 常

必 要 と す る 学 用 品 及 び 通 学 用 品 （ ラ ン ド セ ル ， カ バ ン ， 通 学 用

服 ， 通 学 用 靴 ， 雨 靴 ， 雨 が さ ， 帽 子 等 ） の 購 入 費  

⑻  修 学 旅 行 費  児 童 又 は 生 徒 が 修 学 旅 行 に 参 加 す る た め 直 接 必

要 な 交 通 費 ， 宿 泊 費 ， 見 学 料 及 び 均 一 に 負 担 す べ き こ と と な る

そ の 他 の 経 費  

⑼  通 学 費  児 童 又 は 生 徒 が 最 も 経 済 的 な 通 常 の 経 路 及 び 方 法 に

よ り 通 学 す る 場 合 の 交 通 費 （ 宇 都 宮 市 立 小 中 学 校 の 通 学 区 域 に

関 す る 規 則 （ 昭 和 ５ ８ 年 教 育 委 員 会 規 則 第 ７ 号 ） 第 ３ 条 に 規 定

す る 通 学 区 域 内 の 学 校 に 通 学 し ， 片 道 の 通 学 距 離 が 児 童 に あ っ

て は ４ K m 以 上 ，生 徒 に あ っ て は ６ K m 以 上 の 者 に つ い て ，そ の 者

が 通 学 に 利 用 す る 交 通 機 関 の 旅 客 運 賃 と す る 。 た だ し ， 宇 都 宮

市 立 小 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 に 通 学 す る 児 童 又 は 生 徒 及 び 小 学

校 又 は 中 学 校 に 就 学 す る 学 校 教 育 法 施 行 令 第 ２ ２ 条 の ３ に 規 定

す る 程 度 の 障 害 に 該 当 す る 児 童 又 は 生 徒 に つ い て は ， 通 学 区 域

及 び 通 学 距 離 を 問 わ な い も の と す る 。）  



⑽  学 校 給 食 費  学 校 給 食 法 （ 昭 和 ２ ９ 年 法 律 第 １ ６ ０ 号 ） 第 １

１ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 保 護 者 が 支 払 う 学 校 給 食 費  

⑾  医 療 費  児 童 又 は 生 徒 が 学 校 保 健 安 全 法 施 行 令 （ 昭 和 ３ ３ 年

政 令 第 １ ７ ４ 号 ） 第 ８ 条 に 規 定 す る 疾 病 に か か り ， 学 校 に お い

て 治 療 の 指 示 を 受 け た と き に ， 当 該 児 童 又 は 生 徒 の 保 護 者 で 学

校 保 健 安 全 法 （ 昭 和 ３ ３ 年 法 律 第 ５ ６ 号 ） 第 ２ ４ 条 に 該 当 す る

者 が 支 払 う こ と と な る ， そ の 疾 病 の 治 療 の た め の 医 療 に 要 し た

費 用  

⑿  児 童 会 費 ・ 生 徒 会 費  小 学 校 又 は 中 学 校 の 生 徒 会 費

等 （ 児 童 会 費 ， 学 級 費 ， ク ラ ス 会 費 を 含 む 。 ） と し て

一 律 に 負 担 す べ き こ と と な る 経 費  

 ⒀  Ｐ Ｔ Ａ 会 費  小 学 校 又 は 中 学 校 に お い て , 学 校 ・ 学

級 ・ 地 域 等 を 単 位 と す る Ｐ Ｔ Ａ 活 動 に 要 す る 費 用 と し て

一 律 に 負 担 す べ き こ と と な る 経 費  

 ⒁  ク ラ ブ 活 動 費  中 学 校 の 課 外 の 部 活 動 の 実 施 に 必 要 な 用

具 等 で ，生 徒 全 員 が 個 々 に 用 意 す る こ と と さ れ て い る も の に つ

い て ，そ の 購 入 費 及 び 当 該 活 動 を 行 う 生 徒 全 員 が 一 律 に 負 担 す

べ き こ と と な る 経 費  

２  前 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 の 校 外 活 動 費 の 交 付 は ， 学 年 を 通 じ て １

回 に 限 る 。  

３  第 １ 項 第 ８ 号 の 修 学 旅 行 費 の 交 付 は ， 小 学 校 又 は 中 学 校 を 通 じ

て そ れ ぞ れ １ 回 に 限 る 。  

４  第 １ 項 第 ６ 号 の 新 入 学 児 童 生 徒 学 用 品 費 等 の 交 付 は ， 前 年 度 に

第 １ 項 第 ７ 号 の 入 学 準 備 金 の 交 付 を 受 け て い る 者 に つ い て 差 額 が

生 じ る 場 合 に は 交 付 額 を 調 整 す る 。  

（ 交 付 額 の 算 定 ）  

第 ５ 条  交 付 額 の 算 定 に つ い て は ， 毎 年 度 ， 国 が 定 め る 援 助 費 等 に

係 る 基 準 に 準 拠 し 教 育 委 員 会 が 算 定 す る 。 た だ し ， 学 校 給 食 費 及

び 医 療 費 に つ い て は ，実 費 精 算 額 と し て 別 途 算 定 す る も の と す る 。 

（ 交 付 の 時 期 ）  

第 ６ 条  教 育 委 員 会 か ら 学 校 へ の 交 付 の 時 期 は ， 年 ３ 回 （ ７ 月 ， １

２ 月 及 び ３ 月 ），翌 年 度 に 小 学 校 入 学 を 予 定 し て い る 者 の 保 護 者 へ

の 交 付 の 時 期 は ， 年 １ 回 （ ３ 月 ） と す る 。  



（ 交 付 の 取 消 し 手 続 ）  

第 ７ 条  援 助 費 の 交 付 を 受 け て い る 者 が ， 経 済 状 況 の 好 転 等 に よ り

援 助 費 の 交 付 を 受 け る 必 要 が な く な っ た と き は ， 学 校 長 に 就 学 援

助 費 辞 退 届 を 提 出 す る も の と す る 。  

（ 申 請 書 等 の 様 式 ）  

第 ８ 条  規 則 第 １ １ 条 に 規 定 す る 申 請 書 等 の 種 類 は ， 次 の 表 の 左 欄

に 掲 げ る と お り と し ， そ の 様 式 は ， 同 表 の 当 該 右 欄 に 定 め る と こ

ろ に よ る 。  

申 請 書 等  別 記 様 式  

就 学 援 助 費 受 給 申 請 書  様 式 第 １ 号  

就 学 援 助 費 認 定 通 知 書  様 式 第 ２ 号  

就 学 援 助 費 所 得 不 明 通

知 書  

様 式 第 ３ 号  

就 学 援 助 費 却 下 通 知 書  様 式 第 ４ 号  

異 動 届  様 式 第 ５ 号  

就 学 援 助 費 辞 退 届  様 式 第 ６ 号  

 

附  則  

 （ 適 用 日 ）  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ １ 年 ６ 月 ２ ３ 日 か ら 適 用 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  当 分 の 間 ，第 ３ 条 第 ２ 号 中 の「 生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 基 準（ 昭

和 ３ ８ 年 厚 生 省 告 示 第 １ ５ ８ 号 ）」 と あ る の は ，「 生 活 保 護 法 に よ る

保 護 基 準 の 一 部 を 改 正 す る 基 準 （ 平 成 ２ ５ 年 ５ 月 １ ６ 日 厚 生 労 働 省

告 示 第 １ ７ ４ 号 ） に よ る 改 正 前 の 生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 基 準 」 と

す る 。  

附  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。  

  附  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。  

附  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 ９ 日 か ら 適 用 す る 。  

  附  則  



こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ２ 月 ３ 日 か ら 適 用 す る 。  

  附  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ６ 日 か ら 適 用 す る 。  


